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l n」 nぞ ざん足Lん不筑ヘステッづ(グ」,)た 足tん足 9イ拠1・八.
ヾ
              (冴 2) | さ

i川針2L:足沸ノ
ミ霧 ∴げの

|

今  ミ  し日じ
ケ～8  ミ |～ 牛L ル足 F(|た ヘイヤウ.  1   ‐    °

|  ,

9～ 16 ミ |.～ 8し 日じ`      |
|  ,         |

F17覧 〔seaα M)  ||

|｀
ニ ロlじ htR゛な足tル本後へ入が

3 ″風tF.―希女t4ケッつ。こ試|)ル
た派ヒヽ■そのプ易ざスケッっ。(済 2)汀、́■ド(や|卜 )(入ナヽ/つい t」 ,こり『者

'
|
) |||

凰
，
　

多

|

)～ 4

．
ジ

ーーーー

＝
岬――

″

¨
「―

′
ｔ

　
・

　̈
ｒ

ｒ
ｒ

の
６
田

潤
憲
】山
‐‐

颯口師”
「



Zillertaler Landler
チロルの レントラー Austria

この踊 りはオ ース トリア西 部のチロル地方の踊 りの中で も、特に美 しい踊 りとして知 ら

れてお り、 Zillertalと いう谷間の地方で踊 られている。 ヨーデル (Yodel)
で歌い、チター (Zither)を 奏 して踊 られ る。オ ース トリアのマーガ レッ ト・ クレ

プスによ って紹 介 された。

音楽 :3/4拍 子 (前奏 4小節)
隊形 :ダ ブルサークル LOD向 き 内佃1の手を連手 外側の手は5指後方で腰におく

小節

1-2

3-8

1-8

1-4

13-16

1

2

3

4

5-7

8

２

８

１

一
　

一

５

９

F i g   ■  レン トラーの前進 と女性回転      
′

外 側の足か ら連手を前に振 り、背中合わせになるように レン トラーステ ップ

1回 (3歩分 ) 向かい合 うように内側の足か らレン トラーステ ップ 1回
男性 はその まま レン トラーステ ップで前進 女性は男性の前で連手の下を
CWに レン トラ ーステ ップで 3回転 して進む

F i g 2 レントラー前進と手のスウィング
シングルサークル上で男性 LOD 女性 RLOD向 きで向かい合い、両手を
伸ば して取 り合い、女性は親指を近づける。各小節ごとに円心、円外と連手

を振 りなが ら、 レントラーステップで LODに 進む。 .

F i g   3 女性の回転とワルツアラウンド

向 き合 って両手をつないだまま男性は右手をあげ、女性はその下を CCWに
3/4回転 して円心を向き、男性は 1/4回転 して円外を向く。腕は肩の高さに保ち

右肘は外に張 り、左腰接近
レン トラーステ ップ 4回で CCWに 1回転する
手をつないだまま男性は右手をあげ、女性はその下を CWに 1回転半 して
円外を向 く。男性は CCWに 1/4回転 して円内を向く。
右腰接近で、小節 1-4と 逆向きの形
レン トラーステ ップ 4回で CWに 1回転する

Iお   i  g 4 ナット
手 をつ ないだまま女性は CCWに 3/4回転  男性は CWに %回転 して、男性
LOD向 きで 円周上で向 き合 う
女性 は右膝 をつ き、右手を低 くして左手を上げる

男性 は低 くした連手を右足で踏み越え CCWに 回 り始める
男性は低 くした連手を左足で踏み越え上体を曲げ連手 したてを背中にまわす

女性 はゆ っ くり立 ち上が り、男性は連手の間を CCWに 1回転 し、さらに
連手の下を 1回転 して向 き合 う
連手を高 く上 げたまま、女性 は CWに 1回転 し、右手同志、左手同志 に
持 ち替え る

―――女3・
―
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F i g 5 女性の リー ドとアラウンド
1-4  男性 LOD向 きて、右手を男性の頭上で回 しなが ら女性を自分の後ろを通 し

て右側に移す。左手は男性の腰につける。

5-8  連手を胸の高さで保ち、女性は男性の顔をのぞき込むようにして男性を中心
として CCWに 1回転、レントラーステップ 4回でまわる
女性は男性の右側から左側ヘ レントラーステップ 4回で移動
5-8の ように CWに 1回転

F i g  (3  リトルウインドー

1-2  男性は LOD向 きのまま後退 しなが らつないだ右手を後ろか ら頭上を通 して
前で交差 してとりあい、女性と向き合う

3-4  連手を右手上でとりあったまま、女性はCWに 13/4回転 男性はCCWに
1/4回転してウインドーをつ くる。右腰を接近させお互いウインドーの間から

顔を見合う
レン トラーステップ 4回で CWに回る ・           ′

男性 LOD向 きで左手をあげ、女性は CCWに 2回転半 男性はCWに
半回転 して左腰接近のウインドーをつ くる (男性円外、女性円内向き)
レントラーステップ 4回で CCWに 回る

F i g  7 ビックウイン ドー

右手をあげて女性は CWに 3回転 し、 3回転目に右手を下げる。
男性は CCWに 1/4回転 し、ビックウインドーをつ くる。右腰を接近させて
左手を高 く上げ顔を見合う
レントラーステップ 4回で CWに回る
女性は CCWに 3回転 男性は CWに 1/4回転 して今と逆のビックウインドー
をつ くる

すなわち 1回転 した後に右手をあげ、両手の下を 1回転 し、さらに 3回転目
に左手を下げる

13-16 レントラーステップ 4回で CCWに 回る

F i g   8 レントラーターン

1-16 連手をとき、 レントラーポジションで レントラーターンを行う

*以上の踊りをもう 1度繰 り返 し、レントラーターンの最後の 2呼間て男性は女性を
リフ トする。

・ 常にパー トナーを意識 して、見つめ合うようにして ください。 (特に 2人で回転
するときなど)`
・原書には、ビックウイン ドーの際に現地ては右腰接近の時 もしてきれば男性から
Kissを 贈り、左腰接近の時女性はそのお返 しにKissを 贈ると記されてい
ます。

～ リフ トについて～
0何よりもタイミングが大切です。曲を聞いて落ち着いてやりましょう。
。女性は体重よりも腕の強さと跳躍力。ダイエットより腕立て伏せや縄跳びで筋肉を
きたえましょう。 (男性が男性をあげることもできます )
。女性は怖がってはいけません。タイ ミングが くずれます。パー トナーを信頼すること。
。男性は最後まで責任をもって着地させること

`も
し女性が落ちそうになったら、下 しき

になって も守ってあげて ください。
。男性は足を前後にかまえ、上げる時はいっきに頭上まで上げるのがコツです。

5-8
9-12

13-16

1-4

5-8
9-12

―一‐そダー
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分科会 (バ ル カ ン )

Baba
9ν ćeヽ A(4卜くsk。 |ムい|ッ∫レ| 

フJク

ll::lI:|`l∫ 7fN_ルド (―嗜?  い′‖1~1しド`)

小  節            Part l

l   右方向へ向 き、左足を前ヘステップ (ctS.1,2)右 足を前ヘベ ン
ト気味にステップ、左足を残 しジヤンプのようにな り、体は円心

を向 く(CtS/3,4)左 足を右足の後 ろにリープ、右足 は左足の前へ

低 くかける(Ct.5)右 足前ヘ ステップ (cts.6,7)

2-3  小節 1を くり返 して LOD方 向へ進む

4   LOD向 きで左足を前ヘ ステップ (ctS.1,2)右 足を前ヘステッ

プ、円心を向 く(CtS.3,4)右 足ホップ(Ct.5)左 足を右足後 ろ
ヘ ステップ しなが ら連手を上げ、Wホ ール ドになる(CtS.6,7)

5   右膝を曲げて前に上げ、左足 にチェクチェ (CtS・ 1,2)右足を右
ヘ ステップ し、左足を前 に上げる(CtS.3,4)右足大 きめにチェ

クチ ェ(cts.5,6,7)

6   小節 5を 逆足 より行な う

7-8  小節 5～ 6を くり返す

Part 2

1-4  Part lの 小節 1-4と 同様

5   Part lの 小節 5の (CtS.5,6,7)で 2回 チェクチェ
(cts.5,6,7)

6   小節 5を 逆足か ら行な う

7-8  小節 5～ 6｀を くり返す

D主

東京地区連

u r dtt a  ″
(Makedonija場ル)

―

`―



Part

]-4  part lの 小節 1～ 4と 同様

5   左足ホップ (Cts.1,2)左 足ホップ (Ct.3)右 足その場に
ステップ (ct.4)左 足を右足の前ヘステップ (ct.5)右 足ス
テップバック(cts。 6,7)

6   小節 5を 逆足より行な う

7～ 8  小節 5～ 6を くり返す

Part 4

1-4  Part lの 小節 1～ 4と 同様

5   左足ホップ、右足を左足の前に軽 くかけるようにして
スウイング(CtS。 1,2)右 足右ヘステップ(ct.3)左 足、右
足の前ヘステップ (cts.4)右 足右ヘステップ (ct.5)左 足
右足の前ヘステップ (cts.6,7)

6   小節 5の (ctS.1,2)を 行なう(ctS.1,2)右 、左、右 とその場で
リープ (Cts.3,4,5,6)

7～ 8  小節 5～ 6を 逆足より行な う

9～ 12 小節 5～ 8を くり返す

※ 各パ ー ト共、最後は左足のステップで終わつて
いるので くり返す時 と、次のパ ー トヘ移 る時は、

左足のホップか ら入 る。

構成は、リーダ ーのサインによる。
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S b i (ス プ リ )

入プリ||、 フイ1ビ ン'ルソン島Dパタンガス‖の踊りで、1に
5月 の宗l併 |な 祝宴の場で踊られます。名前11、 タガ

0グこの、
"sul)― Sub"

(かがし)と、
・ b81iⅢ (こ わ†)｀1芭来していて、男llの腰をよげた勇ま

しい0勢が、それを表します。

Rhythm:4/4

PositiOn iカ ップル ダ ンス (ラ イ
ン )

男性  両手 に竹 製の カス タネ ッ ト

女性  頭 に麦わ らIEl子

(ス テ ツプ〉

☆サ ンバス テ ツプ (前 進
の場合 )

右 足を小 さ く前 に踏み出す
(Ctl)左 足を ほ とん どその場 に もどす

よ うに

ステ ップ(ct})右 足を小 さ く前 にステ ツプ(ct2)左
足を小 さ く前 にステ

Ⅲノ

プ(ct3)右 足を ほ とん どその場 に もどす
よ うにステ ツプ (ct卜 )左 足を小

さ く前 にステ ツプ(ct4) これを繰 り返す。

☆ ミンシングス テ ツプ (前
itの 場合 )

右足を小 さ く前 にステ ツ
プ(ctl)左 足を右足 にそろえ るよ うに し

て ステ ツ

プ(ct})右 足を小 さ く前 にステ ツプ (ct2)左
足を右足 にそろえ るよ う

に

して ステ ツプ (Ct卜 ) これを繰 り返す 。

小節    〔エ ントランス〕

卜4 女性・右足か らサ ンパステ ツプで小 さく前
進、 この時、手を 1匈 の前

で右、左 と振 ろ

男性・前かがみの姿勢で右足
か らステ ツプ、ホ ップ∫回

で 11i進 、 こ

の時、ステ ツプす る足と同 じ側
の手を前にあげ、ホ ツプとFl l:jに

戸1

手のカスタネ ッ トをたた く      
ヽ 7/` 11メ |′

` ―

5-8 1-4と 同 じことを しなが ら、正面
に向か つてヽ女性・右、男性

。左

にくる



(女 性 )

9～ 10 1El子 を右手 に持 って、右へか ざす。 (ctli 2)左
へ (ct3,4)11へ

(ctl,2)か ぶ る(Ct3)帽 子 はかぶ る内側を見 せ るよ うにす る

‖ 1ヽ2腰 を』、り、 ス カ ー トを ゆ らせ なが ら上 げた り下 げた りす る

(ワ;性 )

9  両手を右 にあげカス タネ ッ トを ctlで たた き、 Ct3で 両手を左

にあげて カス タネ ッ トをたた く

10ヽ 12小 節 9を 3回 繰 り返す

[Figure l〕

|‐ 4 女性 :右 足か らのサ ンバ ステ ップで、 その場を右回 りに 1回 転す る。

この時、手 を右左 に振 る。

ワ〕性 :右 足 か らのステ ップホ ップ 8回 で女性 の周 りを右回 りに 1回

転す る。 ただ し、最後 にはステ ップホ ップで は な くステ ップ クロ
ー

ズ と足を踏 みかえ る。 この時 、 ステ ップす る足 と同 じ方 の手を あげ

ホ ップ と同時 にカス タネ ッ トを たた く。

5～ 8 女性右 足、男性左足か ら逆 回転す る。男性 、最 後 もス テ ップホ ップ。

[Figure 2]

卜2 女性 :右 足 か らの ミンシングス テ ップで右へ移動。 この D寺 両手 を胸

の前 に出 し ctl, 2で 手 の ひ らを下 に向 け ct3,4で 上 に向 け

る。

男性 :左 へ左足か らの ミンシ ングステ ップで移動。 この時 、両手 を

右 に上 げ ctlと Ct3で カス タネ ッ トを たた く。

ただ し、男女 と も最後 に ク ローズす る足 (男 性 :右 足 、女性 :左 足 )

には体重 を置か ない。

3～4 逆足か ら逆 方 向へ行 く。 男性 の手 は左 に上 げ る。

5-8 卜4を 繰 り返 す。 ただ し、男性 は最後 にステ ,'プ す る足 (左 足 )に

は体重をのせ る。

[Figure 3]

男性 :Fig lと 同 じ。

卜2 女性 :右 足 か らの ミンシングステ ップで前進 しなが ら、帽子 を と っ



3ヽ 4

5-8

て徐 々に前方 へ もってい く。 最後 クローズす る足 には体重をおか な

ヽヽ。

左足 か らの ミンシングス テ ップで後退 しなが ら、徐 々に帽子 を頭 に

もって |ヽヽ ってかぶ る。

卜4に 同 じ

〔Figurc
(女 性 )

l-2 右足 か らのサ ンバ ステ ップで前 i態 、 この と き、帽子 を 1匈 の前 でハ ン
ドルの ょ うに持 って、右 ,左 と回 す よ うに振 る。

3～ 4 同 じよ うに帽 子を動か しなが らサ ンパ ス テ ップで後退
58 卜4に 同 じ

(男 1■ )

1  ジャ ンプ して右足 を前に して着地 (ctl)こ の とき、右 手を上 に上げ
カス タ ネ ッ トを たた く。 ジャンプ して左足を前に して 1:子 地 (ct3)こ
の と き、左手を上 に して カス タネ ッ トをたた く。

2  ジャ ンプ して右足 を前に着地 .右 手を上 に してカス タネ ッ トをたた
く(ctl)ジ ャ ンプ して左 足を前 に着地 、左 手を上 に してカス タネ ッ
トを たた く(ct2)ジ ャンプ して右足を前 に着地 、右 手を 上 に して カ
ス クネ ッ トを たた く(ct3)

3～ 4 卜2を 逆 に繰 り返 す
5ヽ 8 卜`1を 繰 り返 す

〔Figure 5]

男女ともFig lに 同 じ

〔Figurc
(女 性 )

1～ 4 右足か らの ミンシングス テ ップで右回 りに 1回 転す る。 この時 llB子
を右手 で左腰 に持つ。最 後に ク ローズす る足 には体重を置か ない。

5～8 左足か らの ミンシングス テ ップで左 回 り して 1回 転す る。 この時 lr」

子を左手 に持 ちかえて右腰 に持つ。

9～ 16 1-8 に同 じ

41

6]



(男 性 )

1

2

3-4

5ヽ 8

左手で右ひじ
1を
たたく(ctl,2)右 手で左ひげをたたく(ct3,4)

左手で右ひじ
・
をたたく(ctl)着手で左ひげをたたく(ct2)左 手で右

ひげをたた く(ct3)

卜2を 逆か ら行 う

1-4を 繰 り返す

ι み` ;;夕
午・̀‐1と
イマ

[フ ァイナル ]

(女性 )

卜12 右手 に帽子 を持 ち、左右 に振 りなが ら右足か らのサ ンバ ステ ップで

退場

(男 性 )

卜 12 右足か らのステ ップホ ップで退場。 この時、

上 げて ホ ップ と同時 にカス タネ ッ トを たた く

この時男女 と も回転を いれて もよい。

ステ ップ した方 のてを
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Rhythm
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小節

1

6

7-8
9

２

３

４

０

１

２

１

１

１

右のような

動 きになります

11  10  P
⑫←一一一

―

③⑦

二二二

「

番号は小節

を表す

Ｏ

ｄ。

Ko l arrOvskiに より、 IW-20で
ugo・ton LPY-50985

on :肘から曲げ
(1 2 3)
目の高さくらい やや前方にホール ド (W)

LODを 向き、右足を前方に伸ばし、左足はやや伸び上がる
(ct ah) 右足を前に不テップ (Ct上) 左足ボールで
近 くにステップ (ct2) 右足さらに前ヘステップ (ic t 3)
1を逆足より繰 り返 し、さらに前方 (LOD)に 進む
右足 (ctl)_左 足 (ct2-3)と さらに進む
円心を向きながら、右足右にステップ (c,tl) 左足そのばに
ステップ (ct2)右 足その場にステップ (ct3)
左足を円心方向に前進ステップ (ctl) 右足その場にステップ
(ct2) 左足その場にステップ (ct3)
右方を向き、右、左と前進ステップ (ct1 2-3)
(Jヽ節 3に同じ)                      .
4-5に 同じ
右足後退ステップ (ctl) 左足その場にステップ (ct2)
右足その場にステップ (ct3)
左方を向き、左足 (ctl)右 足 (ct2-3)と 前進ステップ
右方を向き、左足 (ctl)右 足 (ct2-3)と 後退ステップ
左足さらに少 し後ろヘステップ (ctl)右 足そばにステップ

(ct2) 左足少 し前にステップ (dt3)

Ψ花嫁が リー ドし、 5年以内に結婚した新妻が続いて踊るそうです

ノ′  ヽ
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Sla｀ VOni.an Dances
l        slavonia― HrvatSka(」 )

Macedonian Dancesと 同様 ユーゴスラビア大使館所蔵の

フィルムから取材したもので、 5つの部分からなる。スラボ
ニアはクロアチア

共和国の東部でド|ラ バ川とサ
パ川に挟まれた地方である。この踊りは、ステー

ジ用のメドレーであり、Partl、 4、 5は、ここに記すほかに幾つかの

構成が考えられる。

|                                                       |

Rhythm12/4
Position 右手上のベルトホール ド     、

1  男女交互、又は男女別のライン (男女別の時は
2つ の

| |   
ラインが互いに向き合う)

|

Pa r t   ■    Introduction

小節      .          
ィルムでは男女の楽しげなや りとりが1-40  前奏

1導
入部分であり、フ

えがかれている。

Pa〒 t 2
(A)

1‐ 4   ホールドを組む (こ の後歌がはいる)
5-6   右足に重心をおき 右足ベント (Ctl)左 足を左横に出しなが

ら右足をのばす (Ctと )足 を開いたまま両足でゆつくリバウンス

1回 (ベ ントアップ)(ctS2と )          ,
左足に重心をおき ,左足ベツ ト (Ct3)左 足を伸ばすと同時に

右足を引きよせる (ctと )両 足閉じてゆつくリバウンス1回

(ベ ントアツプ)(ct4と )

7-8   小節5-6を くりかえす
9-16  小節5-8を 2回行う
17-24 小節5-8を 2回行う
25-32 /Jヽ鮒i5-8を 2回行う
*以上のパターンは足首 膝を十分に使い 少々ねばっこく行いながら  i
左へ進む

仏Γ



(B)'音 楽が除 tに早 くなる     '‐         ・

1-2   右足に重心をおき ,右足ベント (ctl)左 足を左横に出 |′

ながら右足を伸ぼす (ctと ) 両足を開いた形でバウンスを
,  2回 (cts2と )ヽ い  ,i  「     ・.

左足に重心をおぃてベント (ct3): 左足をのばしながら
右足を引きよせる (ctと )｀ l両足を開 じてバウンス 2回 (c
l  ts4と )    |  :  ・( : :‐  l ■ ｀

3-8   小節 1-2を 3回行う           :  ギ|■ il

9-16. 小節 1-8を くりかえす

(C)            1       ‐

1     やや左を向き 右足ホップ 2回で小さくALODへ 進む (cts
1  2)

2     右足さらにホップ (ct3) 左 右と小さくステップで前進
(ctsと 4)

3-16  小節 1-2を あと7回行う (合計 8回 )

P a r t  3   Mista Kolo

(A)
2つのラインは向かい合う      `
1つ のラインで踊るときは ここでサークル状になる
1      両足で軽くジャンプ (ctl) 両足でバウンス 2回 (CtS

2と )‐       :      ` …  `
2-8    小節 1を あと7回 くりかえす (合計 8回 )

(B)
1-4   右足からステップホップ (cts1 2) 4回 で円心方向ヘ

前進 (ctsl-3)
5-8   右足から,ステップホップ3回で円外べ後退 (l,,s9-14)

左足を後方ヘステップ (ct15) 右足を左足にクローズ
(ct16)                      .

*以上 (A)(B)を あと5回  計 6回行う
構成 1、 3、 5:vOcal

2、 4、 6:IFtStrument
(B)の variatiOn

数人のラインに別れ ステップホップ8国で cwに 回転する
_   ように進む

―
ク
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Pa r t 4   Rope(couple dance)

(A)                        |
男女向かい合って右手同志をとり 左手は拳にして背中 (腰の上)に おく
1-5   右足力|ら早いシザーズ 17回 (ctslと 2と    8と 9)
左星が前に伸びた状態でホールド(ctsと 10と )
左足力
|ら
小節 1-5を くりかえす 最後は右足が前に伸びた状態で

ホァル ド         ・

6-10

1-2

3-16
*以上

(B) ショルダーウエス トポジション  、
やや右に体をひねりながら 右足からフラット全体でスリースステ
ップを行う (ctslと 2) 同様に左に体をひねりながら左足か
らスリーステップ (cts3と 4)
小崎1-2を あと7回行う 計8往復
(A)(B)を あと2回  計[3回行う

(A)の VariatiOn
同様のステップで (1壺ぃランニングステップの感 じになる)男女の
位置を交換 したり 自由に動き回る。男女別のラインで踊るときは
1回 目の (A)で ラインを解き 個々のダンサーは互いに相手のライ
ンの方向に進んでカップルをつくる。

(B)の VariatiOn
l:シ ョルダーウエス トポジションに組み、やや左に体をひねり
右足からステップリフトステップ (cts1 2と )16回
で、 cwに 回転する。このとき軸は男女の中心であり、ピョ
ンピヨンとびはねないこと。

2:シ ョルダーウエス トポジション (但 し女性は両手を上方に
掲げる)に組み、右足からステップリフトステップ (ct
s1 2と )16回 で cwに 回1軟する。

*最後に男女交互で右手上のフロン トパスケットホール ドのライン
をつ くる。

―ク/
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‐Pa rt  5   Kisa Pada

Walk Ran Timё ― step等 を自由に使い、蛇行したリ サー
クルを作ったりする。

構成は 8小節を 1つ のユニットとして 29回  232小 節である。
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_Sirba Pe Loc  t‐ ( ‐
(ス ルバ ペ  ロック)        Iuntenia― Romania

SourCe:1979年  東京、京都の特別講習会でIihai David氏 による

Rhyth■ :2/4  Record:Gypsy Camp Vol l

PositiOn: Tホ ール ドのライン

小節       く Figll>

1-2 右足右ヘステ ップ(ctl)左 足そのうしろにステ ップ(ct2)右 足右へ

ステ ップ(ct3)左足キ ック(Ct4)

3-4 小節 1～ 2を 逆足より繰 り返す           |

5～ 16 小節 ■～ 4を あと 3回 繰 り返す           |

<Fig・ 2>

卜2 右足右ヘステ ップ(ctl)左 足そのうしろにステ ップ(ct2)右 足右へ

ステップ(ct3)左 足スウィング(ct4)

3-4 小節 1～ 2を 逆足より繰 り返す

5-16 小節 1～ 4を あと 3回 繰 り返す

<Fig・ 3>

1-2 Fig・ 1の 小節 1～ 2に 同 じだが、 4呼 間目は左足を右足前にタ

ッチし体を少 し右に向ける   ヽ   ヽ

3-4 左足前に強 くステ ップ、右足 うしろにあげる(ctl)右 足を うしろに

ステップ(ct2)左 足左ヘステ ップ(ct3)右 足前にタッチ、体を少 し

左に向ける(ct4)

5～6 小節 3～ 4を 逆足より繰 り返す

7～ 16 3～ 6を あと 2回 半繰 り返す

<Fig・ 4>

1  右足その場にステ ップ・、左足を左へ振 り(Ctl)左 足を右足ヘクリッ

ク (ct2)

2  逆 足 よ り繰 り返 す

3  右足右ヘステップ(ctl)左足そのうしろヘステップ(ct2)

4  小節 1と 同 じ

=25-



5～ 8 1～ 4を 逆 足 よ り繰 り返す

9-32 1～ 8を あ と 3回 繰 り返す   、

く Fi g・ 5>     ′

l  Fig・ 4の 小節 1に 同 じ

2  左 足 を その場 にス テ ツプ(ctl)右 足 そば に
ス タ ンプ (Ct2)

3-4  Fig・ 4の 小節 3～ 4に 同 じ

5-8 小節 1～ 4を 逆足より繰 り返す

9-32 1～ 8を あと 3回 繰 り返す

※曲名の意味は「 その場のスル
バ」
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全体講習曲 (ギ リシャ ) 東京地区連

e n t o z a l i s187(Ellas)

Source:1989年 8月 12日  ′ジヨージ・アニファンデス氏より習う
Position:Tホ ールド .

Intoroduction                                               ..

1-6   1寺 つ                    .
7-10  有足古ヘステップ(1)左 薫li本重をおかずクローズ(3)、     ●

な足大きく前ヘステ ,ソ プ(5)右 足|1重をおかずクローズ(7)

曳足大きくうしろヘステツプ(9)有 lユ f本重をおかずクローズ(11)

左1己左ヘステッフイ13)有 i己体重おかずクローズ(15)

11-30 7-10を 51ヨ くり返す     
｀

Fig-1

1-2  左足ホップ、何|こひぎより下を曲げる(1)
左足ホップ、有足前方へけりだす (2)

有足その場にステツプ (3)、  左足よリパデバ(4,卜 .5)
有足よリパデバ (6.卜 .7)、  イfI己 ホツプ左ひざをあげる(8)

3-3  1-2を 3回 くり返す。 :́ヽら

ただし2回 日以降は左足のステップよりはじめる

Fig-2          _

1-2  Fig-12回 日以降の(1)― (5)に 1司 じ(1-5)
左足をホップ、有足横へまわす (6)、  有足その場にステップ (7)、
有足ホップ左ひぎをあげる(8)

3-8  1-2を 3回 くり返す

Fig-3

1-2  Fig-1(2回 目以降 )に同じ
ただし(4)― (7)は その場にステ ツ`プ (4.卜 .5。 6.卜 .7)

3-8  1-2を 3口 くり返す
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Fig-4

1-2  Fig-12回 日以降の (1)― (5)に 1司 じ

右足その場にリープ (6)、  左足前方にスラップ(7)、

有 ;こホップ左ひぎをあげる(3)

3-8  1-2を 3回 くり返す

Fig-5

1-       Fig-4(1)― (7)に卜可L,(1-7)

Fig-4(6)― (7)を逆足からくり返す (8-9).

Fig-4(6-8)11「ヨじ(10-1 )

4-12  1-3を 3回 くり返す

(注 )IntoroductiOnの (11)は右足の前ヘクロスしても可

′
ヽ
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